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J30b 「すざく」により観測されたブラックホール候補天体XTE J1856+053の
解析
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2007年 3月、RXTEの全天観測装置によって、XTE J1856+053というブラックホール (BH)候補天体がアウ
トバーストを起こしたことが報告され、「すざく」による 25ksecの TOO観測が行われた。
XIS 検出器 (XIS0+XIS3) の 1.0-10.0keV の count rate は 28.52 ± 0.02cts/s であり、これはおおよそ 9.6 ×

10−10erg/s/cm2程度である。HXD/PINでは天体のスペクトルからバックグランドを引いた残りがバックグラン
ドの 5%程度で、systematic errorの範囲内であり有意な検出にはいたらなかった。
XISのスペクトルに対して1.0-8.0keV(1.6-2.5keVのAu,Si edgeを除く)でフィッティングを行い、reducedχ2(dof)
は sibgle power-law、single diskbbでそれぞれ 24.3(603)、1.59(603)であり、power-lawスペクトルは棄却され、
diskbbという標準降着円盤モデルでよく再現できることがわかった。diskbbから得られる円盤のパラメータは最
内縁温度 Tin = 0.767 ± 0.002keV、見かけ上の円盤の内縁半径は天体までの距離をD、円盤の傾斜角を iとする
と 2.5D/

√
cos ikmであり、high/soft状態にあると考えられる。diskbbのフィッティングにより得られた水素柱密

度NH = (3.37± 0.01)× 1022cm−2 から距離を∼10kpcと推定し、色温度補正 Tc/Te = 1.7 (Shimura, Takahara
1995)、境界条件補正 ξ = 0.41(Kubota et al. 1998)、i = 60◦を仮定すると、最内縁半径は∼51kmと推定できる。
これが非回転 BHの最終安定軌道であるとすると、BH質量が 6M⊙の典型的な恒星質量 BHと言える。


